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1　伝道団体の情報誌 協力 100

い（幼小科、中高成人科、サラリー

マン対象、高齢者対象、医療関係な

ど）音楽や演劇、スポーツ関連。外

国語など、伝道団体は対象に応じ、

必要に応えて活動を展開している。

以前は海外からの働き人が来日

し、伝道を推し進めてくださったが、

「収穫は多いが、働き手が少ない」

と言われている時代、これからは、

日本から海外に宣教師、働き人を派

遣する時代になっていくだろう。こ

れも伝団協の活動の一つだろう。最

近伝団協に加わってくださった団体

にその分野のグループがある。それ

らの団体に期待が込められているよ

うだ。伝道団体が抱えている経済的

必要、人材、対象とのコンタクト。

皆様の理解と応援をよろしくお願

いしたい。ぜひ「協力」を読んで、

共に福音宣教にあたっていただけ

ると幸いだ。

伝団協は1985年6月に発足し、規

約を作成、総会を開いて活動を開始

した。それよりもずっと前に日本に

キリスト教が持ち込まれ、カトリッ

ク教会が活動を開始した。その後、

プロテスタントの宣教師たちが来日

し、カトリック（旧教）と違った活

動をプロテスタント（新教）という

呼び名で始めた。当時まだキリシタ

ン禁教令が出ていた。

日本人への宣教の重荷を感じた宣

教師たちは、迫害を受けることを承

知の上で来日し、伝道活動を始め

た。いろいろな国から、いろいろな

教派の方々が活動を広げていってく

ださった。第2次世界大戦（1941年）

が起こった時には、キリスト教は

アメリカのスパイだと言われ、いろ

いろな教派・教会の活動はひとまと

めにされ、「日本基督教団」一つに

された。3年後には日本の敗戦とい

うことで、いろいろな国から来てく

ださっていた宣教師や教派の活動

は、元の教派・教団・教会に戻って

いった。

というわけで、日本でも多くの教

派・教団・教会が伝道活動を再開し

た。そのうちに、バラバラではなく、

互いに交わり、祈り合い、協力し合

う必要性を感じて、教会による縦軸

の交わりが始まった。日本福音同盟

の結成だ。となると、いろいろな分

野で専門的な知識と方法で伝道する

団体（伝道団体）、横軸の交わりが

生まれて来た。それが「伝道団体連

絡協議会」だ。

1985年、伝団協が発足した当時

は、およそ50団体が加盟していた。

いわゆる「福音派」と呼ばれる団体

の結束だった。教会と伝道団体がそ

れぞれの特徴を生かし、伝道の方策

が生まれ、伝道の対象も多岐にわた

り、まさに車の両輪のようにして、

伝道・宣教活動が行われている。

私たち、伝道団体は、その活動の

多様性と専門性を発揮し、教会だけ

では難しい方策や届きにくい対象

に、福音を届け、活動を展開してい

る。その様子を具体的に、団体相互

に、さらに教会に知っていただくた

めに、機関紙「協力」を発行して来

た。今号で100号になる。

戦争や自然破壊のために多くの犠

牲者や建物の損壊がある。食料を届

け、医療活動をする。電波を用いた

伝道（テレビやラジオ）、まさに専門

分野だ。いろいろな分野の本や印刷

物の出版、年齢層や働きの分野の違

伝道団体連絡協議会  顧問

姫井 雅夫

伝道団体連絡協議会機関紙

「協力」100号を記念して
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●
第
39
回
総
会

2
0
2
3
年
4
月
10
日（
月
）
15
時
～
16
時
半

お
茶
の
水
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
セ
ン
タ
ー
4
階

4
1
6
号
室
に
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
礼
拝
と
し

て
、
姫
井
雅
夫
会

長
が
み
こ
と
ば
を

取
り
次
が
れ
ま
し

た
。
第
一
歴
代
誌

28
章
9
節
―
10
節

（
新
改
訳
第
三
版
）

が
開
か
れ
、「
今

こ
そ
働
き
の
時
で

す
！（
今
で
す
！
）」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
加
盟
団
体
25
団
体
中
、
出
席
13
団
体
、
委

任
状
9
団
体
、
欠
席
3
団
体
で
、
加
盟
団
体
の

三
分
の
一
以
上
に
達
し
、
規
約
8
条
に
よ
り
総

会
の
定
足
数
を
満
た
し
て
お
り
、
総
会
成
立
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
（
規
約
は
伝
団

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

2
0
2
2
年
度
の
活
動
報
告
、
会
計
報
告
、

会
計
監
査
報
告
が
為
さ
れ
、
引
き
続
い
て

2
0
2
3

2
0
2
3
年
を
振
り
返
り
、
主
な
活
動
の
ご
報

年
を
振
り
返
り
、
主
な
活
動
の
ご
報

告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
新
年
交
歓
会

2
0
2
3
年
1
月
16
日（
月
）
14
時
～
16
時  

お
茶
の
水
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｏ
Ｃ
Ｃ
）

4
F 

4
1
6
号
室
に
て
、
久
々
に
対
面
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
に
あ
た
り
、
主
に
2
0
2
2
年
を
振
り

返
り
、
新
し
い
年
の
取
り
組
み
、
計
画
、
抱
負

な
ど
を
語
り
合
う
時
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
今

回
は
ア
ン
テ
オ
ケ
宣
教
会
、
日
本
聖
書
協
会
、

T
W
R
の
3
団
体
よ
り
、
近
況
、
抱
負
等
の
発

表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
９
団
体
が
ブ
ー

ス
に
て
出
展
（
活
動
内

容
紹
介
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
展
示
）
い
た
し

ま
し
た
。
ま
た
、
日
本

聖
書
協
会
に
よ
る
聖
書

ク
イ
ズ
も
あ
り
、
チ
ー

ム
対
抗
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
会
衆
賛
美
、

特
別
賛
美
も
あ
り
、
主

に
あ
っ
て
恵
ま
れ
た
一

時
と
な
り
ま
し
た
。
感

謝
い
た
し
ま
す
。
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「小さな命を守る会」と高畠さん
https://prolifejapan.com

伝道団体連絡協議会に加盟している「小さな命を
守る会」は、まさに「伝道団体」だから出来る活動
の様に思う。個々の教会でも、「小さな命」への関心
は高く、教会員の中でも存在する課題の一つだろう。

「性」は一般社会で、新聞に毎日のように取り上げら
れている課題だ。性による暴力や思いがけない妊娠。
このような課題のために活動している団体が「小さ
な命を守る会」で、キリスト教界としても、声をかけ、
取り組まねばならない課題である。

結婚前の男女の交際で、妊娠をもたらすことがある。
或いは生まれる子に障害があることが判明している場
合もある。これらの課題の解決は中絶か！ これは「人
殺し」だ。いや、まだ人間の形をしていないのだから、
妊娠していても「殺人にはならない」と主張する人も
いる。神がくださる「いのち」。抹殺してはならない。

伝道団体の情報誌 協力 100　2

「小さな命を守る会」では、そのような妊娠の課題に、
神の愛を持って対処している。

育てられない赤ちゃんのために、養子縁組や施設を
紹介したり、病院や産婦人科と協力して育てる道、方
法を見出そうとしている。

このような課題を、演劇にして「いのちの大切さ」
を人々に訴えているス
タジオQ（高畠久さん）
が あ る。 先 日、 港 区 の
麻布区民センターで公
演 さ れ た。 この演劇を
DVD にして、より多く
の人々に理解していた
だこうとしている。

伝
道
団
体
連
絡
協
議
会
の
こ
の
1
年
（
2
0
2
3
年
活
動
報
告
）

2
0
2
3
年
度
の
活
動
計
画
案
、
会
計
予
算
案

が
出
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
総
会
に
お
い
て
、
新
会
長
、
顧
問
及
び
新
会

計
監
査
役
の
承
認
、
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

新
会
長
と
し
て
三
好
明
久
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
前
会
長
：
姫
井
雅
夫
は
顧
問
と
し

て
就
任
し
、
今
後
大
所
高
所
か
ら
ご
指
導
い
た

だ
く
こ
と
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
新
会
計
監
査

役
と
し
て
、菅
野
和
彦（
ア
ン
テ
オ
ケ
宣
教
会
）・

平
井
規
裕
（
日
本
国
際
ギ
デ
オ
ン
協
会
）
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
改
選
に
つ
い
て
は
、
会

計
：
小
川
政
弘
（
福
音
ネ
ッ
ト
伝
道
協
力
会
）、

総
務
：
植
村
公
美
子
（
お
茶
の
水
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
・
セ
ン
タ
ー
）、
広
報
：
刀
祢
健
作
（
新
生

宣
教
団
）
の
３
名
の
留
任
が
承
認
さ
れ
、
退
任

の
岸
本
茂
雄
に
代
わ
り
、催
事
：
沈シ
ム

一イ
ル

漢ハ
ン

（
ユ
ー

ス
・
ウ
ィ
ズ
・
ア
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
が
推
薦
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

姫
井
雅
夫
前
会
長
、
岸
本
茂
雄
前
役
員
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
感
謝
い

た
し
ま
す
。

●
秋
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 

2
0
2
3
年
10
月
9
日
（
月
）
14
時
半
～

16
時
半
、お
茶
の
水
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
セ
ン
タ
ー

8
階
チ
ャ
ペ
ル
に
て
、
今
回
は
晴
れ
て
対
面
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
『
伝
団
協
の

歩
み
と
こ
れ
か
ら
』
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
伝
団
協
の
歩
み
」
と
し
て
前
会
長
の
姫

井
雅
夫
よ
り
、「
伝
団
協
の
こ
れ
か
ら
」
と
し

て
新
会
長
の
三
好
明
久
よ
り
、
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
ま
で
の
歩
み

を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
展
望
を
共
有
で
き

ま
し
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

加
盟
団
体

の
T
W
R
様
、

ニ
ュ
ー
デ
イ

ツ
ゥ
デ
イ
様
、

ハ
ン
ガ
ー
ゼ
ロ

様
よ
り
、
団
体

の
活
動
に
つ
い

て
お
話
お
よ
び

動
画
で
ご
紹
介

い
た
だ
き
ま

し
た
。
6
団
体

が
ブ
ー
ス
に
て
出
展
（
活
動
内
容
紹
介
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
展
示
）
い
た
し
ま
し
た
。
交
わ

り
を
も
っ
て
、
加
盟
各
団
体
の
活
動
内
容
を

よ
り
良
く
知
る
た
め
の
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

「
共
に
宣
教
の
働
き
を
!!
」
の
想
い
を
共
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
飯
吉
規
邦
様
の
尺
八

と
吉
田
恵
様
の
ピ
ア
ノ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ

る
賛
美
の
時
間
も
あ
り
、
主
に
あ
っ
て
恵
ま
れ

た
時
と
な
り
ま
し
た
。
感
謝
い
た
し
ま
す
。

駆
け
足
で
伝
道
団
体
連
絡
協
議
会
の
こ
の
一

年
を
振
り
返
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本

年
も
大
変
な
状
況
の
中
、
共
に
宣
教
の
働
き
が

で
き
ま
し
た
こ
と
を
主
に
あ
っ
て
感
謝
い
た
し

ま
す
！　

機
関
誌
『
協
力
』
も
、
会
員
の
皆
さ

ま
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
こ
の
12

月
号
を
も
ち
ま
し
て
第
1
0
0
号
と
な
り
ま
し

た
！　

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
良
き

機
関
誌
と
な
り
ま
す
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ど
う
ぞ
良
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
！　

そ
し
て
良

い
お
年
を
！

（
報
告
）
広
報
担
当
・
刀と

祢ね

健け
ん

作さ
く

国
内
に
お
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
も

国
内
に
お
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
も
33
年
目
と
な
り
、
海
外
に
お
い
て
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦

年
目
と
な
り
、
海
外
に
お
い
て
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
戦

争
も
、
も
う
す
ぐ

争
も
、
も
う
す
ぐ
22
年
と
な
り
ま
す
。
本
年
も
国
内
外
と
も
に
多
難
な
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

年
と
な
り
ま
す
。
本
年
も
国
内
外
と
も
に
多
難
な
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
私
ど
も
伝
道
団
体
連
絡
協
議
会
（
伝
団
協
）
は
「
福
音
を
伝
え
る

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
私
ど
も
伝
道
団
体
連
絡
協
議
会
（
伝
団
協
）
は
「
福
音
を
伝
え
る

使
命
を
共
に
！
」
の
旗
印
の
も
と
、
加
盟
団
体
の
皆
さ
ま
の
相
互
理
解
・
協
力
に
よ
り
、
キ
リ
ス

使
命
を
共
に
！
」
の
旗
印
の
も
と
、
加
盟
団
体
の
皆
さ
ま
の
相
互
理
解
・
協
力
に
よ
り
、
キ
リ
ス

ト
の
愛
と
救
い
を
伝
え
る
働
き
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
使
命
を
共
有
い
た
だ
け
ま

ト
の
愛
と
救
い
を
伝
え
る
働
き
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
使
命
を
共
有
い
た
だ
け
ま

し
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

し
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台 2-1-208（OCC 2階）

TEL ：03-5577-6653　

 chiisanainochiwomamorukai@gmail.com

継続は力です。日本宣教の動力として
期待しています。
　　　荻窪栄光教会 協力牧師    中島 秀一

ここまで多くの励ましとチャレンジおよび伝団協諸団体の
働きの情報などを与え続け続けてくださっていた「協力」が
100号にまで至ったとのこと、まことにおめでとうございます。
そして、これまで編集に携わって来てくださった方、そして
ご協力くださった方々に感謝致したいと思います。
これからも、ますます祝福されて、諸教会ならびに伝道諸
団体の活性化と協力の結実のために本誌が豊かに用いられ
ますようにと祈ってやみません。

村上 宣道機関紙「協力」100号の発行を
心よりお祝い申し上げます。
伝団協の皆様の上に、伝団協の
加盟団体そして「協力」を読ま
れる皆 様 の上に、 主の 新しい
リバイバル の 炎 が 注 がれます
ように。

蓮根バプテスト教会 主任牧師   
髙木 康俊

機関誌「協力」100号の発刊、おめでとうござい
ます！　宣教協力、次世代育成協力、牧会協力
など、ますます協力の重要性が増している今日、
機関誌の働きを通して御心が前進していきます
ことを期待し、お祈り致します。

グッド・サマリタン・チャーチ牧師 参議院議員   
金子 道仁

100号おめでとうございます！  伝団協と加盟団
体に主の祝福が溢れますようお祈りいたします。

恵泉女学園 学園長   廣瀬  薫

この度第100号本当におめでとうござ
います。今準備されている100回目
の協力が特別な恵みと祝福で溢れま
すように。日々の沢山のご労を心より
感謝申し上げます。
言い尽くせません、感謝とともに。

CGN JAPAN
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T
W
R
、
P
B
A
（
超
教
派
サ
イ
ト

B
R

ID
G

E

）
へ
の
提
供
感
謝
。

U
R

L
:h

ttp
s://ko

n
o
yu

b
i-d

ram
a.

jim
d
o
fre

e
.co

m
/

日
本
キ
リ
ス
ト
伝
道
会

　
「
第
54
回
日
本
伝
道
の
幻
を
語
る
会
」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
い
た
し
ま
し
た
。

主
題
：「N

o
w

! 

コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
を
越
え
て
！
」

講
師
：
雲く
も

然
し
か
り

俊
美
先
生
、
鎌
野
善
三

先
生

音
楽
：
ベ
ア
ン
テ
・
ボ
ー
マ
ン
、
ル
リ
子

夫
妻

プ
ロ
グ
ラ
ム
：（
下
記
の
時
間
は
当
初

の
開
催
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。）

13
時
～ 

開
会
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
森
稔
先
生

13
時
15
分
～ 

講
演
Ⅰ
／
雲
然
俊
美
先
生

14
時
30
分
～ 

音
楽
の
ひ
と
と
き
／
ベ
ア

ン
テ
・
ボ
ー
マ
ン
、
ル
リ
子
夫
妻

15
時
～ 

講
演
Ⅱ
／
鎌
野
善
三
先
生

15
時
45
分
～ 

閉
会
祈
祷
／
深
谷
春
男

先
生

16
時 

閉
会

h
ttp

s://kirisu
to

d
en

d
o
kai.o

rg
/

東
京
プ
レ
ヤ
ー
セ
ン
タ
ー

　

宣
教
の
拠
点
「
祈
り
の
家
」
と
し
て
、

三
六
五
日
礼
拝
と
祈
り
会
を
継
続
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
団
体

の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
貸
室
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
御
利
用

下
さ
い
。

お
も
な
祈
り
の
課
題
は
、

①
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
聖
霊
様
に
満
た
さ

れ
て
元
気
に
な
り
、
日
本
と
世
界
に
リ

バ
イ
バ
ル
が
起
こ
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

②
若
者
が
Ｔ
Ｐ
Ｃ
を
つ
な
が
り
の
場
と

し
て
活
用
で
き
ま
す
よ
う
に
。

③
こ
の
世
か
ら
戦
争
・
飢
餓
・
疫
病
が
無

く
な
り
、
平
和
で
安
定
し
た
世
界
と
な
り

ま
す
よ
う
に
。
そ
の
た
め
に
働
く
人
々
や

団
体
に
祝
福
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

④
Ｔ
Ｐ
Ｃ
の
新
し
い
伝
道
の
働
き
が
用

い
ら
れ
、
宣
教
の
輪
が
益
々
広
が
り
ま

す
よ
う
に
。

で
す
。
続
け
て
お
祈
り
で
支
え
て
く
だ

さ
い
。

●
２
０
２
２
年
に
ミ
ク
タ
ム
の
創
立
者

で
唯
一
無
二
の
シ
ン
ガ
ー
＆
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
そ
し
て
伝
道
者
の
小
坂
忠
師
を

天
に
送
っ
て
か
ら
驚
く
ほ
ど
一
般
の
音

楽
界
に
よ
る
追
悼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
福
音

が
拡
が
り
ま
す
よ
う
に
。
特
に
新
刊

著
書
「
今
も
夢
の
続
き
」（
シ
ン
コ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
発
行
）
が
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
。

●
品
切
れ
に
な
っ
た
ミ
ク
タ
ム
楽
譜
集

の
再
発
行
の
た
め
５
０
０
万
円
の
資
金

が
与
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

●
ミ
ク
タ
ム
か
ら
忠
師
の
作
詞
作
曲
に

よ
る
「
プ
レ
イ
ズ
＆
ワ
ー
シ
ッ
プ
曲
全

集
」
の
Ｃ
Ｄ
発
行
の
た
め
。

●
忠
師
亡
き
後
、
ミ
ク
タ
ム
、
ト
ラ

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
代
表
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
に
加
え
、
牧
師
と
し
て
日
夜
奮
闘

し
て
い
る
高
叡
華
の
健
康
の
守
り
の
た

め
。
ス
タ
ッ
フ
の
守
り
、
助
け
手
の
た

め
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

福
音
ネ
ッ
ト
伝
道
協
力
会

（
1
）イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
オ
ー
デ
ィ

オ
伝
道
番
組
「
こ
の
指
と
ま
れ
」
が
、

世
界
の
人
々
に
聴
か
れ
る
よ
う
に
。

（
2
）
５
大
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実

①
現
代
ド
ラ
マ
「
こ
の
指
ド
ラ
マ
館
」

②
＊
新
約
聖
書
ド
ラ
マ
「
イ
エ
ス
に
出

会
っ
た
人
々
」

③
旧
約
聖
書
ド
ラ
マ「
神
を
見
た
人
々
」

④
＊
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
日
本
語
版
ド

ラ
マ
「
解
き
放
た
れ
た
人
生
！
」

⑤
聖
書
・
名
作
朗
読
＊B

ib
lic

a
 Y

o
u
 

versio
n LB

新
旧
約
。
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（
＊
は
制
作
完
了
）。

（
3
）
同
労
者
（
出
演
者
）
現
在
5
名

(

出
演
：
男
性
３
名
、
女
性
1
名
、
計

4
名
、
運
営
委
員　

男
性
牧
師
1
人)

感
謝
。
更
に
参
加
者
が
与
え
ら
れ
る
よ

う
に
。

（
4
）
伝
団
協
会
員
団
体
と
宣
教
協
力
が

で
き
る
よ
う
に
。
B
B
N
 （
ア
メ
リ
カ
）、

争
に
よ
る
難
民
の
発
生
な
ど
）に
対
し
、

相
応
し
い
対
応
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

●
次
世
代
を
担
う
働
き
人
が
与
え
ら
れ

ま
す
よ
う
に
。

●
諸
教
会
や
他
団
体
と
協
力
し
て
キ
リ

ス
ト
の
体
を
建
て
あ
げ
、
神
の
栄
光
を

現
す
働
き
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

P
B
A
太
平
洋
放
送
協
会

　

主
の
祝
福
の
中
、「
協
力
」
１
０
０
号

刊
行
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
心
か
ら

主
を
崇
め
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

●
全
国
各
地
で
放
送
伝
道
の
働
き
を
進

め
て
お
ら
れ
る
教
会
（
協
力
会
）
の
上

に
、
主
の
時
に
か
な
っ
た
助
け
と
励
ま

し
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
新
た
に
協
力

し
て
く
だ
さ
る
教
会
が
各
地
域
に
与
え

ら
れ
、
す
べ
て
の
必
要
が
満
た
さ
れ
ま

す
よ
う
に
。

●
ラ
ジ
オ
番
組
「
世
の
光
」・
テ
レ
ビ

番
組
「
ラ
イ
フ
・
ラ
イ
ン
」
他
が
用
い

ら
れ
、
多
く
の
方
々
に
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
愛
と
希
望
を
届
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
う
に
。
そ
し
て
、
視
聴
者
か

ら
多
く
の
レ
ス
ポ
ン
ス
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

●
少
人
数
の
ス
タ
ッ
フ
で
の
働
き
と

な
っ
て
い
ま
す
。
番
組
制
作
の
上
に
主

か
ら
の
知
恵
と
助
け
が
与
え
ら
れ
ま
す

よ
う
に
。
放
送
局
へ
の
番
組
素
材
の
搬

入
、
放
送
後
の
対
応
等
す
べ
て
の
働
き

が
守
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

●
「
聖
書
チ
ャ
ン
ネ
ル
・B

R
ID

G
E

」

（h
ttp

s://w
w

w
.se

ish
o

b
rid

g
e
.

com

）
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
教
会
・
個
人
等
に
お
い
て
広
く
用

い
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ

う
に
。

ミ
ク
タ
ム
・
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー

　

今
年
の
７
月
25
日
で
ミ
ク
タ
ム
は

設
立
45
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
ん

な
に
長
い
期
間
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
を
続

け
て
来
ら
れ
た
の
は
本
当
に
奇
蹟
で

す
。
主
の
召
し
に
よ
る
使
命
と
支
え

て
く
だ
さ
る
教
会
、
愛
す
る
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
の
皆
様
の
祈
り
に
よ
る
も
の

小
さ
な
い
の
ち
を
守
る
会

　

専
任
の
働
き
人
が
不
在
の
状
況
で
す

が
、「
小
さ
な
い
の
ち
を
守
る
会
」
の

看
板
を
掲
げ
続
け
て
い
ま
す
。
中
絶
防

止
、
産
む
方
へ
の
ケ
ア
、
中
絶
経
験
者

へ
の
フ
ォ
ロ
ー
、
啓
蒙
活
動
を
柱
と
し

て
、
小
さ
い
な
が
ら
も
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。
志
を
同
じ
く
す
る
他
団
体
と

連
絡
や
交
流
を
持
て
て
い
る
こ
と
も
う

れ
し
い
こ
と
で
す
。

　

創
造
主
な
る
神
さ
ま
が
お
創
り
に
な

る
小
さ
な
い
の
ち
が
守
ら
れ
て
、
地
上

で
輝
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
小
さ

な
い
の
ち
を
守
り
た
い
方
と
つ
な
が

り
、
視
点
や
ポ
イ
ン
ト
を
伝
え
、
祈
り

を
と
も
に
で
き
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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ベ
ス
ト
・
タ
イ
ム

ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
ズ

　

お
祈
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
『
中
川
牧
師
の
一
日
一
章
』
第
5
巻

（
新
約
聖
書
）
が
12
月
中
旬
に
発
売
予
定

で
す
。
第
1
巻
（
律
法
）、
第
2
巻
（
歴

史
書
）、
第
3
巻（
文
学
書
）、
第
4
巻

（
預
言
書
）同
様
、
大
い
に
用
い
ら
れ
ま

す
よ
う
に
。『
中
川
牧
師
の
一
日
一
章
』

は
、
聖
書
通
読
と
日
々
の
デ
ボ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
、

出
版
さ
れ
ま
す
。

②
『
イ
ス
ラ
エ
ル
旅 

2
0
2
3
』
の
動

画
を
毎
週
配
信
し
て
い
ま
す
。
合
計

1
0
0
回
を
越
え
そ
う
で
す
。

③
毎
週
木
曜
日
に
、「
3
分
で
わ
か
る
！

聖
書
」
と
い
う
動
画
を
配
信
し
て
い
ま

す
。
求
道
者
や
初
心
者
を
対
象
に
短
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ン
ガ
ー
ゼ
ロ

●
世
界
の
約
10
人
に
1
人
（
8
億

2
8
0
0
万
人
）
が
今
も
飢
え
に
苦
し

ん
で
い
ま
す
。
ハ
ン
ガ
ー
ゼ
ロ
（
飢
餓

の
な
い
世
界
）
が
達
成
さ
れ
ま
す
よ

う
に
。

●
自
然
災
害
や
人
的
災
害
（
戦
争
や
紛

日
本
聖
書
協
会

①
耳
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
「
手
話

訳
聖
書
の
翻
訳
」
が
一
日
も
早
く
全
巻

完
成
さ
れ
、
用
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

②
目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
点
字

聖
書
が
あ
り
、
口
語
訳
、
新
共
同
訳
、

聖
書
協
会
共
同
訳
の
3
種
類
の
点
字

聖
書
が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

原
盤
か
ら
製
作
す
る
た
め
、
全
40
巻

を
1
0
0
セ
ッ
ト
製
作
す
る
た
め
に

1,
0
0
0
万
円
の
費
用
が
必
要
で
す
。

必
要
が
満
た
さ
れ
、
点
字
聖
書
が
用
い

ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

日
本
C
G
N
T
V

　

今
年
の
10
月
末
で
開
局
17
周
年
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

私
た
ち
の
た
め
に
祈
り
、
ご
支
援
く
だ

さ
っ
た
伝
団
協
の
皆
様
、
各
教
会
や
宣

教
団
体
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
を
お
伝

え
し
ま
す
。

①
次
世
代
へ
の
信
仰
継
承
の
た
め
に

　

制
作
し
て
い
る
次
世
代
番
組
と

Yo
uTube

コ
ン
テ
ン
ツ
を
通
し
て
、

次
世
代
伝
道
が
前
進
し
、
働
き
人
が
起

こ
さ
れ
る
よ
う
に
。

②
番
組
制
作
の
た
め
に

　

C
G
N
の
24
時
間
放
送
が
、
無
牧
教

会
や
福
音
の
霊
的
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な

場
所
で
「
福
音
の
通
路
」
と
し
て
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
。

③
出
演
者
と
後
援
者
の
た
め
に

　

全
て
の
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
の
必
要

が
満
た
さ
れ
、
続
け
て
共
に
メ
デ
ィ
ア

宣
教
す
る
喜
び
が
増
し
加
え
ら
れ
る
よ

う
に
。

日
本
国
際
ギ
デ
オ
ン
協
会

〈
近
況
〉

伝
団
協
機
関
誌
1
0
0
号
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
!! 

こ
れ
ま
で
も
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
も
、
伝
団
協
の
「
協
力
」

を
通
し
て
、
主
の
栄
光
が
現
さ
れ
、
加

盟
団
体
が
さ
ら
に
祝
福
さ
れ
ま
す
よ
う

に
お
祈
り
し
ま
す
。

　

ギ
デ
オ
ン
協
会
で
は
2
0
2
3
年
9

月
1
日
付
で
石
橋
憲
が
新
た
な
総
主
事

に
就
任
し
ま
し
た
。
世
界
2
0
0
カ
国

で
活
動
す
る
国
際
ギ
デ
オ
ン
協
会
で
最

も
若
い
総
主
事
で
す
。

　
「
変
わ
る
ギ
デ
オ
ン
」と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
下
、
ギ
デ
オ
ン
も
新
た

な
時
代
に
向
か
っ
て
新
し
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
葬
儀
用
聖
書
」「
会
話
を
用
い
て
の

伝
道
の
学
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」「
ヤ

ン
グ
ギ
デ
オ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」な
ど
、

ギ
デ
オ
ン
の
新
し
い
試
み
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

伝
団
協
加
盟
団
体
の
皆
さ
ま
の
働
き

に
ギ
デ
オ
ン
が
も
っ
と
役
立
て
ら
れ
た

ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

〈
祈
り
の
課
題
〉

①
新
任
の
石
橋
総
主
事
を
始
め
、
新
た

な
ギ
デ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
達
が
、
次
の
時

代
に
向
か
っ
て
恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
。

②
若
い
世
代
の
信
徒
伝
道
者
が
ギ
デ
オ

ン
を
通
し
て
起
こ
さ
れ
、
地
域
教
会
の

宣
教
が
強
め
ら
れ
る
よ
う
に
。

③
「
葬
儀
用
聖
書
」「
会
話
を
用
い
て

の
伝
道
」
を
通
し
て
、
諸
教
会
の
宣
教

に
ギ
デ
オ
ン
が
貢
献
出
来
る
よ
う
に
。

発行日：2023年12月1日
発行所：伝道団体連絡協議会 〒110-0015 東京都台東区東上野5-11-9  ＪＴＪ宣教神学校内
　      　https://dendodantairenrakukyogikai.jimdofree.com/  dendankyo@gmail.com　
発行者：三好明久／印　刷：（宗）ニューライフ・ミニストリーズ新生宣教団（500部）

『協力』100号

近況&
祈りの
課題

vol.100
2023年12月


